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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　転相インクであって、
　アモルファス化合物であって、以下の式Ｉの第１の酒石酸エステルまたは式ＩＩのクエ
ン酸エステルを含み、
【化１】

　式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5は、それぞれ独立してアルキル基であり、ここで
、アルキルは、１～４０個の炭素原子を含み、直鎖、分岐鎖または環状、飽和または不飽
和、置換または非置換であるか、または置換または非置換の芳香族基またはヘテロ芳香族
基、およびこれらの混合物であってもよいアモルファス化合物と、
　結晶性化合物であって、以下の式の第２の酒石酸エステルを含み、
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【化２】

　式中、Ｒ19およびＲ20は、それぞれ独立して、低級アルキルおよびアルコキシで置換さ
れてもよいアリールまたはヘテロアリールであり、各ｎは、独立して０～３である、また
は、前記結晶性化合物は、以下の式の化合物であり、
【化３】

　式中、Ｑは、アルカンジイルであり、Ｒ15およびＲ16は、それぞれ独立して、１個以上
のアルキルで置換されてもよいフェニルまたはシクロヘキシルであり、ｉは、０または１
であり、ｊは、０または１であり、ｐは、１～４であり、ｑは、１～４である、結晶性化
合物と、
　任意要素の分散剤と、
　任意要素の共力剤と、
　任意要素の着色剤と、
　１０～８０個の炭素原子を含むアルキル長鎖を有するアルコールと、を含む、転相イン
ク。
【請求項２】
　前記アモルファス化合物が、以下の式Ｉの第１の酒石酸エステルを含み、
【化４】

　式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5は、それぞれ独立してアルキル基であり、ここで
、アルキルは、１～４０個の炭素原子を含み、直鎖、分岐鎖または環状、飽和または不飽
和、置換または非置換であるか、または置換または非置換の芳香族基またはヘテロ芳香族
基、およびこれらの混合物であってもよく、
　前記結晶性化合物が、以下の式の第２の酒石酸エステルを含み、

【化５】

　式中、Ｒ19およびＲ20は、それぞれ独立して、低級アルキルおよびアルコキシで置換さ
れてもよいアリールまたはヘテロアリールであり、各ｎは、独立して０～３である、請求
項１に記載の転相インク。
【請求項３】
　前記アモルファス化合物は、Ｌ－酒石酸ビス（２－イソプロピル－５－メチルシクロヘ
キシル）、（４－ｔ－ブチルシクロヘキシル）（シクロヘキシル）－Ｌ－酒石酸、Ｌ－酒
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請求項１に記載の転相インク。
【請求項４】
　前記アモルファス化合物が、以下の式の化合物であり、
【化６】

　式中、Ｒ1およびＲ2は、それぞれ他と独立して、アルキル基からなる群から選択され、
ここで、アルキル部分は、１～４０個の炭素原子を含み、直鎖、分岐鎖または環状、飽和
または不飽和、置換または非置換であるか、または置換または非置換の芳香族基またはヘ
テロ芳香族基、およびこれらの混合物である、請求項１に記載の転相インク。
【請求項５】
　前記結晶性化合物が、Ｌ－酒石酸ジベンジル、Ｌ－酒石酸ジフェネチル、Ｌ－酒石酸ビ
ス（３－フェニル－１－プロピル）、Ｌ－酒石酸ビス（２－フェノキシエチル）、Ｌ－酒
石酸ジフェニル、Ｌ－酒石酸ビス（４－メチルフェニル）、Ｌ－酒石酸ビス（４－メトキ
シフェニル）、Ｌ－酒石酸ビス（４－メチルベンジル）、Ｌ－酒石酸ビス（４－メトキシ
ベンジル）、およびこれらの立体異性体および混合物からなる群から選択される、請求項
１に記載の転相インク。
【請求項６】
　前記結晶性化合物が、以下の式の第２の酒石酸エステルを含み、

【化７】

　式中、Ｒ19およびＲ20は、それぞれ独立して、以下のもの
【化８】

　およびこれらの混合物からなる群から選択され、
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　は、化合物に対するＲ19基およびＲ20基の接続点をあらわす、請求項１に記載の転相イ
ンク。
【請求項７】
　前記結晶性化合物が、以下の式の化合物であり、

【化１０】

　式中、Ｑは、アルカンジイルであり、Ｒ15およびＲ16は、それぞれ独立して、１個以上
のアルキルで置換されてもよいフェニルまたはシクロヘキシルであり、ｉは、０または１
であり、ｊは、０または１であり、ｐは、１～４であり、ｑは、１～４である、請求項１
に記載の転相インク。
【請求項８】
　前記結晶性化合物が、前記転相インクの合計重量の６０～９５重量％の量で存在する、
請求項１に記載の転相インク。
【請求項９】
　前記アモルファス化合物が、前記転相インクの合計重量の５～４０重量％の量で存在す
る、請求項１に記載の転相インク。
【請求項１０】
　前記分散剤が、以下の式の化合物

【化１１】

　またはその混合物であり、式中、ＲおよびＲ’は、同じであるか、または異なっており
、ＲおよびＲ’は、独立して、３７個の炭素原子を含む直鎖アルキル基および４７個の炭
素原子を含む直鎖アルキル基から選択され、ｍは、１～３０の整数である、請求項１に記
載の転相インク。
【請求項１１】
　前記共力剤が、以下の式の化合物であり、
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【化１２】

　式中、Ａ、Ｂ、Ｃ、およびＤ、Ａ’、Ｂ’、Ｃ’、およびＤ’、Ａ”、Ｂ”、Ｃ”、お
よびＤ”、およびＡ’”、Ｂ’”、Ｃ’”、およびＤ’”は、それぞれ独立して、水素、
ＳＯ3Ｈ、およびＳＯ3

-からなる群から選択され、
　Ｒは、水素およびアルキル基からなる群から選択され、
　前記共力剤が、ｎが０、１、２、３、４またはそれ以上の混合物である、またはｎが０
、１、および２の混合物である、化合物の混合物を含む、請求項１に記載の転相インク。
【請求項１２】
　前記着色剤が顔料である、請求項１に記載の転相インク。
【請求項１３】
　前記アルコールが、直鎖一級アルコールまたは二級アルコールである、請求項１に記載
の転相インク。
【請求項１４】
　前記アルコールが、１５～６０個の炭素原子を含むアルキル長鎖を有する直鎖一級アル
コールである、請求項１に記載の転相インク。
【請求項１５】
　前記アルコールが、２０～５５個の炭素原子を含むアルキル長鎖を有する直鎖一級アル
コールである、請求項１に記載の転相インク。
【請求項１６】
　前記アルコールが、融点が７０～１３０℃の直鎖一級アルコールである、請求項１に記
載の転相インク。
【請求項１７】
　前記アルコールが、１５０℃の温度での粘度が１～１０センチポイズである直鎖一級ア
ルコールである、請求項１に記載の転相インク。
【請求項１８】
　前記アルコールが、ヒドロキシル価が３０～１８０ｍｇ　ＫＯＨ／サンプル（ｇ）であ
る直鎖一級アルコールである、請求項１に記載の転相インク。
【請求項１９】
　アモルファス化合物と、結晶性化合物と、任意要素の分散剤と、任意要素の共力剤と、
任意要素の着色剤と、１０～８０個の炭素原子を含むアルキル長鎖を有するアルコールと
、を含む転相インクであって、
　アモルファス化合物であって、以下の式Ｉの第１の酒石酸エステルまたは式ＩＩのクエ
ン酸エステルを含み、



(6) JP 6157310 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

【化１３】

　式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5は、それぞれ独立してアルキル基であり、ここで
、アルキルは、１～４０個の炭素原子を含み、直鎖、分岐鎖または環状、飽和または不飽
和、置換または非置換であるか、または置換または非置換の芳香族基またはヘテロ芳香族
基、およびこれらの混合物であってもよく、
　前記結晶性化合物が、以下の式の第２の酒石酸エステルを含み、

【化１４】

　式中、Ｒ19およびＲ20は、それぞれ独立して、低級アルキルおよびアルコキシで置換さ
れてもよいアリールまたはヘテロアリールであり、各ｎは、独立して０～３である、また
は、前記結晶性化合物は、以下の式の化合物であり、
【化１５】

　式中、Ｑは、アルカンジイルであり、Ｒ15およびＲ16は、それぞれ独立して、１個以上
のアルキルで置換されてもよいフェニルまたはシクロヘキシルであり、ｉは、０または１
であり、ｊは、０または１であり、ｐは、１～４であり、ｑは、１～４である転相インク
を含有する、インクジェットプリンターのスティックまたはペレット。
【請求項２０】
　アモルファス化合物と、結晶性化合物と、任意要素の分散剤と、任意要素の共力剤と、
任意要素の着色剤と、１０～８０個の炭素原子を含むアルキル長鎖を有するアルコールと
を含む転相インクをインクジェット印刷装置に組み込むことであって、
　前記アモルファス化合物が、以下の式Ｉの第１の酒石酸エステルまたは式ＩＩのクエン
酸エステルを含み、
【化１６】
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　式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5は、それぞれ独立してアルキル基であり、ここで
、アルキルは、１～４０個の炭素原子を含み、直鎖、分岐鎖または環状、飽和または不飽
和、置換または非置換であるか、または置換または非置換の芳香族基またはヘテロ芳香族
基、およびこれらの混合物であってもよく、
　前記結晶性化合物が、以下の式の第２の酒石酸エステルを含み、
【化１７】

　式中、Ｒ19およびＲ20は、それぞれ独立して、低級アルキルおよびアルコキシで置換さ
れてもよいアリールまたはヘテロアリールであり、各ｎは、独立して０～３である、また
は、前記結晶性化合物は、以下の式の化合物であり、

【化１８】

　式中、Ｑは、アルカンジイルであり、Ｒ15およびＲ16は、それぞれ独立して、１個以上
のアルキルで置換されてもよいフェニルまたはシクロヘキシルであり、ｉは、０または１
であり、ｊは、０または１であり、ｐは、１～４であり、ｑは、１～４である、転相イン
クをインクジェット印刷装置に組み込むことと、
　このインクを溶融させることと、
　溶融したインクの液滴を、基材の上に画像のパターンになるように放出させることと、
を含む、方法。

                                                                                

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書には、改善された画像堅牢性を有する直鎖一級アルコールを含む転相インクが
開示される。
【背景技術】
【０００２】
　米国特許出願第１３／４５６，８０５号では、要約書に、コーティング紙基材への印刷
を含むインクジェット印刷に適した固体インク組成物が記載されている。
【０００３】
　以前の顔料系結晶性－アモルファスインクは、結晶化速度が速く、耐光性が高い（染料
系インクと比較した場合）ことが示されている。しかし、これらのインクは、依然として
、コーティング基材に対し、折りたたんだときのしわを改良する必要があり、耐引っ掻き
性をさらに高める余地がある。堅牢性をさらに高めた顔料系固体インクを設計することが
有益だろう。
【０００４】
　従来の固体インク技術は、一般的に、多孔性の紙に対しては、鮮明な画像を作り出し、
吐出部を使用する際の経済性および基材の自由度を与えるという点で成功しているが、こ
のような技術は、コーティング基材の場合には満足なものではない。したがって、この意
図した目的のために既知の組成物およびプロセスが適しているものの、コーティング紙基
材の上に画像を作成するか、または印刷するさらなる手段が依然として必要である。この
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ように、顧客に対し、あらゆる基材の上で優れた画質を与える固体インク組成物および将
来の印刷技術のための代替組成物を見つけることが必要である。さらに、プロダクション
プリンティングのような迅速な印刷環境に適したこのような固体インク組成物を提供する
必要がある。さらに、分散した有機着色顔料を含有し、改良された結晶化速度を示す改良
された転相インクが必要である。さらにコーティング基材に対し、折りたたんだときのし
わを改良し、耐引っ掻き性をさらに高めるとともに、結晶化速度が速く、耐光性が高い（
染料系インクと比較した場合）改良された転相インクが依然として必要である。改良され
た堅牢性を与える顔料系転相インクを有することがさらに有益であろう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　アモルファス化合物と；結晶性化合物と；任意要素の分散剤と；任意要素の共力剤と；
任意要素の着色剤と；約１０～約８０個の炭素原子を含むアルキル長鎖を有するアルコー
ルとを含む転相インクが記載されている。
【０００６】
　また、アモルファス化合物と；結晶性化合物と；任意要素の分散剤と；任意要素の共力
剤と；任意要素の着色剤と；約１０～約８０個の炭素原子を含むアルキル長鎖を有するア
ルコールとを含む転相インク組成物を含有するインクジェットプリンターのスティックま
たはペレットが記載されている。
【０００７】
　また、アモルファス化合物と；結晶性化合物と；任意要素の分散剤と；任意要素の共力
剤と；任意要素の着色剤と；約１０～約８０個の炭素原子を含むアルキル長鎖を有するア
ルコールとを含む転相インク組成物をインクジェット印刷装置に組み込むことと；このイ
ンク組成物を溶融させることと、溶融したインクの液滴を、基材の上に画像のパターンに
なるように放出させることとを含む方法も記載されている。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、コントロール顔料系転相インクと、本開示の２種類の顔料系転相インク
について、複素粘度（センチポイズ、ｙ軸）対温度（℃、ｘ軸）を示すグラフである。
【図２】図２は、コントロール顔料系転相インクおよび本発明の２種類の顔料系転相イン
クについて、１４０℃での複素粘度（センチポイズ、ｙ軸）対周波数（Ｈｚ、ｘ軸）を示
すグラフである。
【図３】図３は、３つの丸い指状部を有する試験器を用いて引っ掻いたＫ－プルーフコン
トロールサンプルを示す。
【図４】図４は、３つの丸い指状部を有する試験器で引っ掻いた本開示のＫ－プルーフサ
ンプルを示す。
【図５】図５は、３つの丸い指状部を有する試験器で引っ掻いた本開示のＫ－プルーフサ
ンプルを示す。
【図６】図６は、向き合ったページで折りたたまれたＫ－プルーフコントロールサンプル
を示す。
【図７】図７は、向き合ったページで折りたたまれた本開示のＫ－プルーフサンプルを示
す。
【図８】図８は、向き合ったページで折りたたまれた本開示のＫ－プルーフサンプルを示
す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　アモルファス化合物と；結晶性化合物と；任意要素の分散剤と；任意要素の共力剤と；
任意要素の着色剤と；１０～８０個の炭素原子、１５～６０個の炭素原子、または２０～
５５個の炭素原子を含むアルキル長鎖を有するアルコールとを含む、転相インクが提供さ
れる。
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【００１０】
　アルコールは、直鎖または分岐鎖、置換または非置換、飽和または不飽和であってもよ
い。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、アルコールは、官能基化されていない材料をある割合で含む
。いくつかの実施形態では、アルコールは、直鎖、分岐鎖、飽和、不飽和、環状、置換、
非置換のアルキル基から選択されるアルキル基を含み、ヘテロ原子（例えば、酸素、窒素
、硫黄、ケイ素、ホウ素、リン）がアルキル基中に存在していてもよい、アルキル基；非
置換アリール基および置換アリール基を含め、上述のようなヘテロ原子がアリール基中に
存在していてもよい、アリール基；非置換および置換のアルキルアリール基を含み、アル
キルアリール基のアルキル部分が、直鎖、分岐鎖、飽和、不飽和、および／または環状で
あってもよく、上述のようなヘテロ原子が、アルキルアリール基のアルキル部分およびア
リール部分のいずれかまたは両方中に存在していてもよい、アルキルアリール基；非置換
および置換のアリールアルキル基を含み、アリールアルキル基のアルキル部分は、直鎖、
分岐鎖、飽和、不飽和、および／または環状であってもよく、上述のようなヘテロ原子が
、アリールアルキル基のアルキル部分およびアリール部分のいずれかまたは両方中に存在
していてもよい、アリールアルキル基を含むが、但し、アルコールは、１０～８０個の炭
素原子、または１５～６０個の炭素原子、または２０～５５個の炭素原子を含む少なくと
も１つのアルキル長鎖を有する。
【００１２】
　アルコールは、一級アルコールであってもよく、または二級アルコールであってもよい
。いくつかの実施形態では、アルコールは、直鎖一級アルコールである。
【００１３】
　転相インクは、アモルファス化合物と；結晶性化合物と；任意要素の分散剤と；任意要
素の共力剤と；任意要素の着色剤と；以下の式の直鎖一級アルコール
　Ｒ－ＣＨ２－ＯＨ
　とを含み、式中、Ｒは、１０～８０個の炭素原子、または１５～６０個の炭素原子、ま
たは２０～５５個の炭素原子を含むアルキル基である。いくつかの実施形態では、Ｒ－Ｃ
Ｈ２－ＯＨは、特定の炭素鎖長を有するアルコールであり、いくつかの実施形態では、Ｒ
は、１０～８０個の炭素原子、または１５～６０個の炭素原子、または２０～５５個の炭
素原子を含むアルキル基である。いくつかの実施形態では、Ｒ－ＣＨ２－ＯＨは、式Ｒ－
ＣＨ２－ＯＨのアルコールから選択されるアルコールの組み合わせを含むアルコール混合
物であり、混合物中のそれぞれのアルコールについて、Ｒは、独立して、１０～８０個の
炭素原子、または１５～６０個の炭素原子、または２０～５５個の炭素原子を含むアルキ
ル基から選択される。いくつかの実施形態では、アルコールは、１５～６０個の炭素原子
または２０～５５個の炭素原子を含むアルキル長鎖を有する直鎖一級アルコールである。
【００１４】
　本明細書で使用する場合、「アルキル」という用語は、脂肪族炭化水素基を指す。アル
キル部分は、「飽和アルキル」基であってもよく、飽和アルキル基とは、アルケン部分ま
たはアルキン部分を含まないことを意味する。アルキル部分は、「不飽和アルキル」部分
であってもよく、不飽和アルキル部分とは、少なくとも１つのアルケン部分またはアルキ
ン部分を含むことを意味する。「アルケン」部分とは、少なくとも２個の炭素原子と、少
なくとも１つの炭素－炭素二重結合とからなる基を指し、「アルキン」部分は、少なくと
も２個の炭素原子と、少なくとも１つの炭素－炭素三重結合とからなる基を指す。アルキ
ル部分は、飽和であるか、または不飽和であるかにかかわらず、分岐鎖、直鎖の鎖または
環状であってもよい。
【００１５】
　アルキル基は、置換または非置換であってもよい。置換されている場合、水素以外の任
意の基が置換基となり得る。置換されている場合、置換基は、個々に独立して以下の非限
定的な具体例のリストから選択される１つ以上の基である。一置換アミノ基および二置換



(10) JP 6157310 B2 2017.7.5

10

20

30

アミノ基を含む、アルキル、シクロアルキル、ヒドロキシ、アルコキシ、シアノ、ハロ、
アミノ。典型的なアルキル基としては、いかなる様式にも限定されないが、メチル、エチ
ル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、第三級ブチル、ペンチル、ヘキシル
、エテニル、プロペニル、ブテニル、シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、
シクロヘキシルが挙げられる。それぞれの置換基がさらに置換されていてもよい。
【００１６】
　「アリール」という用語は、本明細書で使用する場合、１個、２個または３個の環を含
む炭素環芳香族系を意味し、このような環が、側鎖の様式で一緒に接続していてもよく、
または縮合していてもよい。「アリール」という用語は、芳香族基、例えば、ベンジル、
フェニル、ナフチル、アントラセニルおよびビフェニルを包含する。
【００１７】
　「アリールアルキル」という用語は、本明細書で使用する場合、単独または組み合わせ
て、アルキル基を介して親分子部分に接続するアリール基を指す。「アルカンジイル」と
いう用語は、アルカン基の二価の基を指す。このようなアルカンジイルは、一般式－Ｃｎ
（ＲｘＲｙ）ｎ－を有し、ＲｘおよびＲｙは、それぞれ独立して、低級アルキル基または
水素である。
【００１８】
　直鎖一級アルコールは、融点が６５～１４０℃、または７０～１３０℃、または７５～
１２０℃である。融点は、示差走査熱量測定（ＤＳＣ）のような任意の方法によって測定
することができる。
【００１９】
　直鎖一級アルコールは、１５０℃での粘度が１～２０センチポイズ、または１～１０セ
ンチポイズ、または３～８センチポイズである。粘度は、ＡＳＴＭ－Ｄ－３２３６に記載
される方法のような任意の方法によって測定することができる。
【００２０】
　直鎖一級アルコールは、ヒドロキシル価が３０～１８０ｍｇ　ＫＯＨ／サンプル（ｇ）
、５５～１５０ｍｇ　ＫＯＨ／サンプル（ｇ）、または６０～１４０ｍｇ　ＫＯＨ／サン
プル（ｇ）、または６５～１３０ｍｇ　ＫＯＨ／サンプル（ｇ）である。ヒドロキシル価
は、ＡＳＴＭ－Ｅ－２２２に記載される方法のような任意の方法によって測定することが
できる。
【００２１】
　本発明の転相インクで使用するのに適した直鎖一級アルコールは、Ｕｎｉｌｉｎ（商標
）３５０アルコール、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）４２５アルコール、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）５
５０アルコールおよびＵｎｉｌｉｎ（商標）７００アルコールを含むＵｎｉｌｉｎ（商標
）アルコールシリーズから選択することができる。本発明の転相インクで使用するのに適
切な選択されるＵｎｉｌｉｎ（商標）アルコールの性質を表１にまとめている。さらなる
詳細のために、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｂａｋｅｒｈｕｇｈｅｓ．ｃｏｍ／ｎｅｗｓ－ａ
ｎｄ－ｍｅｄｉａ／ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ／ｔｅｃｈｎｉｃａｌ－ｄａｔａ－ｓｈｅｅｔ／
ｕｎｉｌｉｎ－ａｌｃｏｈｏｌｓを参照。
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【表１】

【００２２】
　固体インク技術は、印刷の能力を広げ、多くの市場にわたる顧客基盤を広げ、印刷用途
の多様性は、印刷ヘッド技術、印刷プロセスおよびインク材料を有効に組み込むことによ
って促進されるだろう。固体インク組成物は、室温（ＲＴ）（例えば、２０～２７℃）で
固体であり、溶融したインクが基材に塗布されるような高温で溶融することを特徴とする
。現在のインクの選択肢は、多孔性の紙基材ならうまくいくが、これらの選択肢は、コー
ティングされた紙基材では常に満足いくものというわけではない。
【００２３】
　以前、固体インク配合物中で結晶性低分子化合物とアモルファス低分子化合物の混合物
を用いると、堅牢性の高いインクを与え、特に、コーティングされた紙の上で堅牢性の高
い画像を示す固体インクを与えることを発見した。米国特許出願第１３／０９５，６３６
号を参照。
【００２４】
　しかし、このアプローチを用いることは、驚くべきことに、結晶性材料またはアモルフ
ァス材料の既知の性質に依存する。結晶性材料の場合、低分子は、一般的に、固化すると
結晶化する傾向があり、低分子量有機固体は、一般的に結晶である。結晶性材料は、一般
的に硬度が大きく、耐性が大きいが、このような材料は、きわめて脆くもあり、その結果
、主に結晶性のインク組成物を用いて作られる印刷塊は、かなり損傷を受けやすい。アモ
ルファス材料の場合、高分子量アモルファス材料（例えばポリマー）は、高温では粘性が
あり粘着性の液体であるが、高温で十分に低い粘度を示さない。その結果、このポリマー
は、所望の吐出温度（１４０℃）で印刷ヘッドノズルから吐出させることができない。
【００２５】
　さらに、以前、結晶性化合物とアモルファス化合物のブレンドによって、堅牢性の高い
固体インクを得ることができることを発見した。米国特許出願第１３／４５６，８０５号
を参照。
【００２６】
　本発明の転相インクは、特に、コーティング基材の上で、印刷した画像の堅牢性を高め
る。本発明の転相インク（いくつかの実施形態では、顔料系転相インク）の引っ掻き性お
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よび折りたたんだときのしわといった特徴は、直鎖一級アルコール（例えば、Ｂａｋｅｒ
　Ｈｕｇｈｅｓから商標名Ｕｎｉｌｉｎ（商標）で入手可能なもの）を組み込むことによ
って、顕著に高まる。本明細書に提供される折りたたんだときのしわおよび耐引っ掻き性
が向上することは、次世代の堅牢性が高いインクを可能にする鍵である。
【００２７】
　本発明の転相インク組成物は、（１）結晶性化合物と（２）アモルファス化合物のブレ
ンドを、一般的に、それぞれ６０：４０～９５：５の重量比で含む。いくつかの実施形態
では、結晶性化合物とアモルファス化合物の重量比は、６５：３５～９５：５、または７
０：３０～９０：１０、または７０：３０～８０：２０である。他の実施形態では、結晶
性化合物とアモルファス化合物を、それぞれ１．５～２０、または２．０～１０の重量比
でブレンドする。
【００２８】
　それぞれの化合物または構成要素は、固体インクに特定の性質を付与し、これらのアモ
ルファス化合物と結晶性化合物のブレンドを組み込んで得られたインクは、コーティング
されていない基材およびコーティングされた基材の上で優れた堅牢性を示す。インク配合
物中の結晶性化合物は、冷却すると、迅速な結晶化によって転相を進ませる。また、結晶
性化合物は、最終的なインク膜の構造も固定し、アモルファス化合物の粘着性を減らすこ
とによって、硬いインクを作り出す。アモルファス化合物は、印刷したインクに粘着性を
与え、堅牢性を付与する。
【００２９】
　アモルファス化合物は、以下に示す式Ｉの酒石酸エステルまたは式ＩＩのクエン酸エス
テルを含んでいてもよく、
【化１】

　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、それぞれ独立してアルキル基であり、こ
こで、アルキルは、１～４０個の炭素原子を含み、直鎖、分岐鎖または環状、飽和または
不飽和、置換または非置換であるか、または置換または非置換の芳香族基またはヘテロ芳
香族基、およびこれらの混合物であってもよい。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、それぞれ独立して、
メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチルおよびｔ－ブチルから選択さ
れる１個以上のアルキル基で置換されたシクロヘキシル基である。いくつかの実施形態で
は、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、それぞれ独立して、メチル、エチル、ｎ－プ
ロピル、イソプロピル、ｎ－ブチルおよびｔ－ブチルから選択される１個以上のアルキル
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基で置換されたシクロヘキシル基である。
【００３１】
　式Ｉを参照すると、いくつかの実施形態では、Ｒ１およびＲ２のうち、１つは２－イソ
プロピル－５－メチルシクロヘキシルであり、Ｒ１およびＲ２のうち、他の１つは２－イ
ソプロピル－５－メチルシクロヘキシル、４－ｔ－ブチルシクロヘキシル、またはシクロ
ヘキシルであるか、または、Ｒ１およびＲ２のうち、１つは４－ｔ－ブチルシクロヘキシ
ルであり、Ｒ１およびＲ２のうち、他の１つはシクロヘキシルである。特定の実施形態で
は、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ２－イソプロピル－５－メチルシクロヘキシルである。
特定の実施形態では、Ｒ１は２－イソプロピル－５－メチルシクロヘキシルであり、Ｒ２

は４－ｔ－ブチルシクロヘキシルである。いくつかの実施形態では、Ｒ１は２－イソプロ
ピル－５－メチルシクロヘキシルであり、Ｒ２はシクロヘキシルである。いくつかの実施
形態では、Ｒ１は４－ｔ－ブチルシクロヘキシルであり、Ｒ２はシクロヘキシルである。
【００３２】
　式ＩＩを参照すると、いくつかの実施形態では、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５のうち、１つは
２－イソプロピル－５－メチルシクロヘキシルであり、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５のうち、他
の１つは、２－イソプロピル－５－メチルシクロヘキシル、４－ｔ－ブチルシクロヘキシ
ルまたはシクロヘキシルであるか、または、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５のうち、１つは４－ｔ
－ブチルシクロヘキシルであり、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５のうち、他の１つはシクロヘキシ
ルである。いくつかの実施形態では、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、それぞれ２－イソプロピ
ル－５－メチルシクロヘキシルである。いくつかの実施形態では、Ｒ３は２－イソプロピ
ル－５－メチルシクロヘキシルであり、Ｒ４およびＲ５は、それぞれ、４－ｔ－ブチルシ
クロヘキシルである。特定の実施形態では、Ｒ３は２－イソプロピル－５－メチルシクロ
ヘキシルであり、Ｒ４およびＲ５は、それぞれシクロヘキシルである。特定の実施形態で
は、Ｒ３は４－ｔ－ブチルシクロヘキシルであり、Ｒ４およびＲ５は、それぞれシクロヘ
キシルである。
【００３３】
　ある種の適切なアモルファス材料が米国特許出願第１３／０９５，７８４号に開示され
ている。アモルファス材料は、以下の式を有する酒石酸エステルを含んでいてもよく、

【化２】

　式中、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ他と独立して、つまり、これらが同じであってもよ
く、または異なっていてもよいことを意味し、アルキル基からなる群から選択され、ここ
で、アルキル部分は、１～４０個の炭素原子を含み、直鎖、分岐鎖または環状、飽和また
は不飽和、置換または非置換であるか、または置換または非置換の芳香族基またはヘテロ
芳香族基、およびこれらの混合物であってもよい。いくつかの実施形態では、Ｒ１および
Ｒ２は、それぞれ独立して、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル
およびｔ－ブチルから選択される１個以上のアルキル基で置換されたシクロヘキシル基で
ある。いくつかの実施形態では、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ２－イソプロピル－５－メ
チルシクロヘキシルである。
【００３４】
　酒石酸骨格は、Ｌ－（＋）－酒石酸、Ｄ－（－）－酒石酸、ＤＬ－酒石酸またはメソ酒
石酸、およびこれらの混合物から選択される。酒石酸のＲ基および立体化学に依存して、
エステルは、結晶または安定なアモルファス化合物を生成することができる。いくつかの
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実施形態では、アモルファス化合物は、Ｌ－酒石酸　ジ－Ｌ－メンチル、Ｌ－酒石酸　ジ
－ＤＬ－メンチル（ＤＭＴ）、ＤＬ－酒石酸　ジ－Ｌ－メンチル、ＤＬ－酒石酸　ジ－Ｄ
Ｌ－メンチル、およびこれらの任意の立体異性体および混合物からなる群から選択される
。
【００３５】
　アモルファス化合物は、米国特許出願第１３／０９５，７９５号に開示されるクエン酸
エステルを含んでいてもよい。これらのアモルファス材料は、クエン酸のエステル化反応
によって合成される。クエン酸を種々のアルコールと反応させ、米国特許出願第１３／０
９５，７９５号に示される合成スキームにしたがってトリエステルを製造した。アモルフ
ァス化合物は、酒石酸のエステル化反応によって合成される。
【００３６】
　これらの材料は、吐出温度付近（１４０℃以下、または１００～１４０℃、または１０
５～１４０℃）では比較的低い粘度（＜１０２センチポイズ（ｃｐ）、または１～１００
ｃｐ、または５～９５ｃｐ）を示すが、室温では非常に高い粘度を示す（＞１０５ｃｐ）
。
【００３７】
　特に、Ｌ－酒石酸　ジ－ＤＬ－メンチル（ＤＭＴ）は、本発明のインク実施形態でアモ
ルファス化合物として使用するのに特に適していることがわかった。
【００３８】
　アモルファス構成要素を合成するために、酒石酸を種々のアルコールと反応させ、米国
特許出願第１３／０９５，７８４号に示される合成スキームにしたがってジエステルを製
造した。エステル化に、例えば、メントール、イソメントール、ネオメントール、イソネ
オメントールおよびこれらの任意の立体異性体および混合物のような種々のアルコールを
使用してもよい。脂肪族アルコールの混合物をエステル化に使用してもよい。２種類の脂
肪族アルコールの混合物をエステル化に使用してもよい。脂肪族アルコールのモル比は、
２５：７５～７５：２５、４０：６０～６０：４０、または５０：５０であってもよい。
酒石酸と反応させたときに、混合物がアモルファス化合物を形成する適切な脂肪族アルコ
ールとしては、シクロヘキサノールおよび置換シクロヘキサノール（例えば、２－、３－
、または４－ｔｅｒｔ－ブチル－シクロヘキサノール）が挙げられる。この反応に２モル
当量以上のアルコールを使用し、酒石酸のジエステルを製造してもよい。１モル当量のア
ルコールを使用する場合、結果は、ほとんどモノエステルである。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、アモルファス化合物は、Ｌ－酒石酸　ビス（２－イソプロピ
ル－５－メチルシクロヘキシル）または（４－ｔ－ブチルシクロヘキシル）－（シクロヘ
キシル）－Ｌ－酒石酸、Ｌ－酒石酸　ジ－ＤＬ－メンチル、および任意の立体異性体を含
む。
【００４０】
　適切なアモルファス構成要素としては、Ｍｏｒｉｍｉｔｓｕらに対する米国特許出願第
１３／０９５，７９５号に開示されるものが挙げられる。アモルファス材料は、以下の構
造を有する化合物を含んでいてもよく、
【化３】
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　式中、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、独立してアルキル基であり、ここで、アルキル部分は
、１～４０個の炭素原子を含み、直鎖、分岐鎖または環状、飽和または不飽和、置換また
は非置換であるか、または置換または非置換の芳香族基またはヘテロ芳香族基、およびこ
れらの混合物であってもよい。クエン酸　トリ－ＤＬ－メンチル（ＴＭＣ）は、適切な熱
特性およびレオロジー特性を与え、印刷画像に堅牢性を付与する望ましいアモルファス候
補物質である。
【００４１】
　これらのアモルファス材料は、クエン酸のエステル化反応によって合成される。クエン
酸を種々のアルコールと反応させ、本明細書に開示する合成スキームにしたがってトリエ
ステルを製造した。エステル化反応でクエン酸と少なくとも１つのアルコールから合成し
たアモルファス化合物を用いることによって、転相インク組成物が得られる。
【００４２】
　アモルファス化合物は、以下の式を有するジウレタン化合物を含んでいてもよく、
【化４】

　式中、Ｚは、以下のもの

【化５】

　からなる群から選択され、Ｚは、＊と表示した結合を介してジウレタンの式の窒素原子
のいずれかの側に接続することができ、Ｒ６およびＲ７は、それぞれ、（ｉ）アルキルが
、１～８個の炭素原子を含む直鎖または分岐鎖であってもよい、アルキル基、または（ｉ
ｉ）アリール基であり；但し、Ｚが－（ＣＨ２）６－である場合、Ｒ６およびＲ７の両方
が－（ＣＨ２）ｎ－Ｃ６Ｈ５（ｎ＝０～４）ではない。Ｒ６およびＲ７は両方とも、メチ
ル、エチル、プロピル、（ｎ－、ｉｓｏ－、ｓｅｃ－およびｔ－）ブチル、（ｎ－、ｉｓ
ｏ－、ｔ－）ペンチル、（ｎ－、ｉｓｏ－、ｔ－）ヘキシル、（ｎ－、ｉｓｏ－、ｔ－）
ヘプチル、または（ｎ－、ｉｓｏ－、ｔ－）オクチルを含む任意の直鎖アルキルまたは分
岐鎖アルキルであってもよい。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、Ｒ６およびＲ７は、独立して、以下のもの
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【化６】

　からなる群から選択される。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、ｚは－（ＣＨ２）６－であり、Ｒ６およびＲ７は、両方とも
【化７】

　であり、Ｒ６およびＲ７は、縮合した環アルコール、ヒドロアビエチルアルコール（例
えば、ロジンアルコール）、イソボルネオールおよびオクチルフェノールエトキシレート
（例えば、Ｉｇｅｐａｌ（登録商標）ＣＡ２１０）であってもよい。
【００４５】
　これらの材料は、吐出温度付近（１４０℃以下、または１００～１４０℃、または１０
５～１４０℃）では比較的低い粘度（＜１０２センチポイズ（ｃｐ）、または１～１００
ｃｐ、または５～９５ｃｐ）を示すが、室温では非常に高い粘度を示す（＞１０５ｃｐ）
。
【００４６】
　アモルファス化合物を結晶性化合物とともに配合し、固体インク組成物を作成する。イ
ンク組成物は、良好なレオロジープロフィールを示す。コーティングされた紙の上に、Ｋ
－プルーフによって固体インク組成物を用いて作成した印刷サンプルは、優れた堅牢性を
示す。酒石酸をエステル基剤として用いると、低コストであり、潜在的に生物由来の供給
源から得られるため、さらなる利点を有する。
【００４７】
　エステル化反応で酒石酸と少なくとも１つのアルコールから合成した新規のアモルファ
ス化合物を用いることによって、固体インク組成物が得られる。固体インク組成物は、ア
モルファス化合物を、結晶性化合物および着色剤と組み合わせて含む。本発明の実施形態
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は、望ましい粘度を維持しつつ、液体から固体への迅速な相転移を実現し、硬くて堅牢性
の高い印刷画像を促進するために、一定のバランスでアモルファス化合物と結晶性化合物
とを含む。このインクを用いて作られた印刷物は、市販のインクと比べて利点を示した（
例えば、引っ掻きに対する堅牢性が良好である）。本発明の酒石酸エステルは、固体イン
クのためのアモルファス化合物を与え、望ましいレオロジープロフィールを有し、インク
ジェット印刷の多くの要求事項を満たす堅牢性の高いインクを生成することを発見した。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、アモルファス材料は、インク組成物の合計重量の５～４０重
量％、または５～３５重量％、または１０～３０重量％の量で存在する。
【００４９】
　結晶性構成要素は、アミド、芳香族エステル、直鎖ジエステル、ウレタン、スルホン、
芳香族基を有する酒石酸エステル誘導体、またはこれらの混合物を含んでいてもよい。
【００５０】
　適切な結晶性構成要素としては、米国特許出願第１３／４５７，２２１号に開示されて
いるものが挙げられる。これらの結晶性材料は、以下の構造を含み、
【化８】

　式中、Ｒ８およびＲ９は、同じであってもよく、または異なっていてもよく、Ｒ８およ
びＲ９は、それぞれ独立して、（ｉ）１～４０個の炭素原子を含む直鎖または分岐鎖、環
状または非環状、置換または非置換、飽和または不飽和のアルキル基であってもよく、ヘ
テロ原子がアルキル基中に存在していてもよい、アルキル基、（ｉｉ）置換または非置換
のアリールアルキル基であってもよく、アリールアルキル基のアルキル部分は、直鎖また
は分岐鎖、環状または非環状、置換または非置換、飽和または不飽和であってもよく、ヘ
テロ原子は、アリールアルキル基のアリール部分またはアルキル部分のいずれかに存在し
ていてもよく、いくつかの実施形態では、４～４０個の炭素原子を含むアリールアルキル
基、（ｉｉｉ）置換または非置換の芳香族基であってもよく、置換基は、直鎖、分岐鎖、
環状または非環状のアルキル基であってもよく、ヘテロ原子が芳香族基中に存在していて
もよく、３～４０個の炭素原子を含む芳香族基からなる群から選択される。
【００５１】
　適切な結晶性構成要素としては、Ｍｏｒｉｍｉｔｓｕらに対する米国特許出願第１３／
４５６，９１６号に開示されているものが挙げられ、その全体が本明細書に参考として組
み込まれる。これらの結晶性材料は、以下の構造を含み、
【化９】

　式中、Ｒ１０およびＲ１１は、同じであってもよく、または異なっていてもよく、Ｒ１

０およびＲ１１は、それぞれ独立して、（ｉ）直鎖または分岐鎖、環状または非環状、置
換または非置換、飽和または不飽和のアルキル基であってもよく、ヘテロ原子がアルキル
基中に存在していてもよく、いくつかの実施形態では、１～４０個の炭素原子を含むアル
キル基、（ｉｉ）置換または非置換のアリールアルキル基であってもよく、アリールアル
キル基のアルキル部分は、直鎖または分岐鎖、環状または非環状、置換または非置換、飽
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和または不飽和であってもよく、ヘテロ原子は、アリールアルキル基のアリール部分また
はアルキル部分のいずれかに存在していてもよく、いくつかの実施形態では、４～４０個
の炭素原子を含むアリールアルキル基、（ｉｉｉ）置換または非置換の芳香族基であって
もよく、置換基は、直鎖、分岐鎖、環状または非環状のアルキル基であってもよく、ヘテ
ロ原子が芳香族基中に存在していてもよく、３～４０個の炭素原子を含む芳香族基からな
る群から選択されるが、但し、Ｒ１０およびＲ１１のうち、少なくとも１つは芳香族基で
あり；ｐは、０または１である。
【００５２】
　結晶性芳香族エーテルの非限定例としては、
【化１０】

　およびこれらの混合物が挙げられる。
【００５３】
　適切な結晶性構成要素としては、米国特許出願第１３／０９５，５５５号に開示される
ものが挙げられる。これらの結晶性材料は、以下の構造を有する脂肪族の直鎖二酸のエス
テルを含み、

【化１１】

　式中、Ｒ１２は、置換または非置換のアルキル鎖であってもよく、－（ＣＨ２）１－か
ら－（ＣＨ２）１２－からなる群から選択され、Ｒ１３およびＲ１４は、お互いに他と独
立して、置換または非置換の芳香族基またはヘテロ芳香族基からなる群から選択され、置
換基は、アルキル基を含み、アルキル部分は、直鎖、分岐鎖または環状であってもよい。
【００５４】
　適切な結晶性構成要素としては、米国特許出願第１３／４５６，６１９号に開示される
ものが挙げられる。これらの結晶性材料は、以下の構造を有するジウレタンを含み、
【化１２】

　式中、Ｑは、アルカンジイルであり；Ｒ１５およびＲ１６は、それぞれ独立して、１個
以上のアルキルで置換されたフェニルまたはシクロヘキシルであり；ｉは、０または１で
あり；ｊは、０または１であり；ｐは、１～４であり；ｑは、１～４である。いくつかの
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実施形態では、Ｒ１５およびＲ１６は、それぞれ独立して、１個以上のメチルまたはエチ
ルで置換されたフェニルまたはシクロヘキシルである。このような実施形態のうち、特定
のものでは、Ｒ１５およびＲ１６は、フェニルである。特定の実施形態では、Ｑは－（Ｃ
Ｈ２）ｎ－であり、ｎは、４～８である。特定の実施形態では、ｎは６である。特定の実
施形態では、Ｒ１５およびＲ１６は、それぞれ独立して、ベンジル、２－フェニルエチル
、２－フェノキシエチル、Ｃ６Ｈ５（ＣＨ２）４－、シクロヘキシル、２－メチルシクロ
ヘキシル、３－フェニルプロパニル、３－メチルシクロヘキシル、４－メチルシクロヘキ
シル、シクロヘキシルメチル、２－メチルシクロヘキシルメチル、３－メチルシクロヘキ
シルメチル、４－メチルシクロヘキシルメチル、４－エチルシクロヘキサニルから選択さ
れる。
【００５５】
　適切な結晶性構成要素としては、米国特許出願第１３／４５７，３２３号に開示される
ものが挙げられる。これらの結晶性構成要素は、以下の構造を有するスルホン化合物であ
り、

【化１３】

　式中、Ｒ１７およびＲ１８は、同じであってもよく、または異なっていてもよく、Ｒ１

７およびＲ１８は、それぞれ他と独立して、（ｉ）直鎖または分岐鎖、環状または非環状
、置換または非置換、飽和または不飽和のアルキル基であってもよく、ヘテロ原子がアル
キル基中に存在していてもよく、いくつかの実施形態では、１～４０個の炭素原子を含む
アルキル基、（ｉｉ）置換または非置換のアリールアルキル基であってもよく、アリール
アルキル基のアルキル部分は、直鎖または分岐鎖、環状または非環状、置換または非置換
、飽和または不飽和であってもよく、ヘテロ原子は、アリールアルキル基のアリール部分
またはアルキル部分のいずれかに存在していてもよく、いくつかの実施形態では、４～４
０個の炭素原子を含むアリールアルキル基、（ｉｉｉ）置換または非置換の芳香族基であ
ってもよく、置換基は、直鎖、分岐鎖、環状または非環状のアルキル基であってもよく、
ヘテロ原子が芳香族基中に存在していてもよく、３～４０個の炭素原子を含む芳香族基か
らなる群から選択される。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、Ｒ１７およびＲ１８は、それぞれ独立して、１個以上のハロ
、アミノ、ヒドロキシまたはシアノ基で置換されたアルキルまたはアリール、およびこれ
らの組み合わせであるか、またはＲ１７およびＲ１８と、これらが接続しているＳ原子と
を合わせてヘテロ環を形成する。いくつかの実施形態では、Ｒ１７およびＲ１８は、それ
ぞれ独立して、置換アルキル、例えば、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－ブチルまた
はｔ－ブチルである。いくつかの実施形態では、Ｒ６およびＲ７は、それぞれ独立して、
置換アリール、例えば、フェニルまたはベンジルである。いくつかの実施形態では、Ｒ１

７およびＲ１８は、それぞれ独立して、１個以上のアミノ、クロロ、フルオロ、ヒドロキ
シ、シアノ、またはこれらの組み合わせで置換される。アリール基の置換は、フェニル基
のオルト位、メタ位またはパラ位置、およびこれらの組み合わせで行われてもよい。いく
つかの実施形態では、Ｒ１７およびＲ１８は、それぞれ独立して、２－ヒドロキシエチル
またはシアノメチルである。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、結晶性構成要素としては、ジフェニルスルホン、ジメチルス
ルホン、ビス（４－ヒドロキシフェニル）スルホン、ビス（４－アミノフェニル）スルホ
ン、ビス（３－アミノフェニル）スルホン、ビス（４－クロロフェニル）スルホン、ビス
（４－フルオロフェニル）スルホン、２－ヒドロキシフェニル－４－ヒドロキシフェニル
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スルホン、フェニル－４－クロロフェニルスルホン、フェニル－２－アミノフェニルスル
ホン、ビス（３－アミノ－４－ヒドロキシフェニル）スルホン、ジベンジルスルホン、メ
チルエチルスルホン、ジエチルスルホン、メチルイソプロピルスルホン、エチルイソプロ
ピルスルホン、ジ－ｎ－ブチルスルホン、ジビニルスルホン、メチル－２－ヒドロキシメ
チルスルホン、メチルクロロメチルスルホン、スルホラン、３－スルホレン、およびこれ
らの混合物を挙げることができる。
【００５８】
　結晶性化合物は、以下の式の酒石酸エステルを含んでいてもよく、
【化１４】

　式中、Ｒ１９およびＲ２０は、それぞれ独立して、低級アルキルおよびアルコキシで置
換されたアリールまたはヘテロアリールであり、各ｎは、独立して０～３である。いくつ
かの実施形態では、Ｒ１９およびＲ２０は、それぞれ独立して、置換アリール、例えばフ
ェニルである。いくつかの実施形態では、Ｒ１９およびＲ２０は、それぞれ独立して置換
されていないか、またはメチル、エチル、イソプロピル、メトキシまたはエトキシで置換
されている。いくつかの実施形態では、Ｒ１９およびＲ２０は、それぞれ独立して、メチ
ルまたはメトキシで置換されたフェニルである。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、Ｒ１９およびＲ２０は、それぞれ独立して、
【化１５】

　およびこれらの混合物からなる群から選択される。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、酒石酸骨格は、Ｌ－（＋）－酒石酸、Ｄ－（－）－酒石酸、
ＤＬ－酒石酸またはメソ酒石酸、およびこれらの混合物から選択される。
【００６１】
　いくつかの実施形態では、結晶性化合物は、Ｌ－酒石酸　ジベンジル、Ｌ－酒石酸　ジ
フェネチル、Ｌ－酒石酸　ビス（３－フェニル－１－プロピル）、Ｌ－酒石酸　ビス（２
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－フェノキシエチル）、Ｌ－酒石酸　ジフェニル、Ｌ－酒石酸　ビス（４－メチルフェニ
ル）、Ｌ－酒石酸　ビス（４－メトキシルフェニル）、Ｌ－酒石酸　ビス（４－メチルベ
ンジル）、Ｌ－酒石酸　ビス（４－メトキシルベンジル）、およびこれらの混合物からな
る群から選択される。
【００６２】
　いくつかの実施形態では、転相インクは、以下の式の第１の酒石酸エステルを含むアモ
ルファス化合物を含み、
【化１６】

　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、それぞれ独立してアルキル基であり、こ
こで、アルキルは、１～４０個の炭素原子を含み、直鎖、分岐鎖または環状、飽和または
不飽和、置換または非置換であるか、または置換または非置換の芳香族基またはヘテロ芳
香族基、およびこれらの混合物であってもよく、結晶性化合物は、以下の式の第２の酒石
酸エステルを含み、

【化１７】

　式中、Ｒ１９およびＲ２０は、それぞれ独立して、低級アルキルおよびアルコキシで置
換されたアリールまたはヘテロアリールであり、各ｎは、独立して０～３である。
【００６３】
　結晶性材料は、迅速な結晶化を示し、１４０℃の温度で比較的低い粘度（≦１０１セン
チポイズ（ｃｐ）、または０．５～２０ｃｐ、または１～１５ｃｐ）を示すが、室温で非
常に高い粘度を示す（＞１０６ｃｐ）。これらの材料は、融点（Ｔｍｅｌｔ）が１５０℃
未満、または６５～１５０℃、または６６～１４５℃であり、結晶化温度（Ｔｃｒｙｓ）
が６０℃より大きく、または６０～１４０℃、または６５～１２０℃である。Ｔｍｅｌｔ

とＴｃｒｙｓとのΔは、５５℃未満である。
【００６４】
　いくつかの実施形態では、結晶性材料は、インク組成物の合計重量の６０重量％～９５
重量％、または６５重量％～９５重量％、または７０重量％～９０重量％の量で存在する
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。
【００６５】
　転相インク組成物は、任意の適切な着色剤または望ましい着色剤、例えば、任意の適切
な量または望ましい量で存在する従来の染料、顔料、これらの混合物および組み合わせか
らなる群から選択される着色剤を含んでいてもよい。２種類以上の着色剤が含まれる場合
、転相インク組成物中に存在する着色剤の合計量は、望ましい色または色相を得るのに望
ましいか、または有効な任意の量であってもよく、いくつかの実施形態では、転相インク
組成物の合計重量を基準として、０．１～５０重量％、または０．１重量％～２０重量％
の量で存在していてもよい。
【００６６】
　いくつかの実施形態では、本明細書の転相インク組成物は、顔料系転相インク組成物で
ある。いくつかの実施形態では、顔料は、金属フタロシアニン、金属を含まないフタロシ
アニン、およびこれらの混合物および組み合わせからなる群から選択される。特定の実施
形態では、転相インク組成物は、シアン、グリーン、ブルー、ブラック、カーボンブラッ
ク、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ、銅フタロシアニン、およびこれらの混合物および組み合
わせからなる群から選択される顔料を含む。具体的な実施形態では、顔料は、シアン顔料
である。
【００６７】
　転相インク組成物中に、顔料を任意の適切な量または望ましい量で与えてもよい。いく
つかの実施形態では、顔料は、転相インク組成物の合計重量を基準とし、顔料合計で０．
１～２０重量％、または０．５重量％～５重量％、または０．７５～３重量％の量で存在
していてもよい。
【００６８】
　任意の適切な共力剤または望ましい共力剤を使用してもよい。いくつかの実施形態では
、顔料系転相インク、いくつかの実施形態では、シアン固体インクの分散安定性を高める
ために、銅フタロシアニン誘導体が共力剤として用いられる。
【００６９】
　本明細書の転相インク組成物は、分散剤を含んでいてもよい。任意の適切な分散剤また
は望ましい分散剤を使用してもよい。いくつかの実施形態では、分散剤は、Ａｄｅｌａ　
Ｇｏｒｅｄｅｍａらの米国特許第７，９７３，１８６号に記載される分散剤であってもよ
い。具体的な実施形態では、分散剤は、以下の式の化合物
【化１８】

　またはその混合物であり、式中、ＲとＲ’は、同じであるか、または異なっており、Ｒ
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およびＲ’は、独立して、３７個の炭素原子を含む直鎖アルキル基および４７個の炭素原
子を含む直鎖アルキル基から選択され、ｍは、１～３０の整数である。
【００７０】
　分散剤は、ポリマー分散剤、例えば、Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ（登録商標）、いくつかの実
施形態では、Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ（登録商標）１７００、Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ（登録商標
）３２０００、Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ（登録商標）１３２４０という名称で販売されるもの
であってもよい。
【００７１】
　転相インク組成物中に、分散剤は、任意の適切な量または望ましい量で、例えば、転相
インク組成物中の顔料の合計重量を基準として、１～５００％の量で与えられてもよい。
【００７２】
　インクは、従来の添加剤に関連して知られている機能を利用するために、このような従
来の添加剤をさらに含んでいてもよい。このような添加剤としては、例えば、少なくとも
１つの酸化防止剤、消泡剤、すべり剤およびレベリング剤、清澄剤、粘度調整剤、接着剤
、可塑剤が挙げられてもよい。
【００７３】
　インクは、画像の酸化を防ぐために酸化防止剤を含有していてもよく、また、インク容
器中で加熱した溶融物として存在している間にインクの構成要素が酸化するのを防いでも
よい。
【００７４】
　本開示の転相インク組成物は、任意の望ましい方法または適切な方法によって調製する
ことができる。いくつかの実施形態では、本明細書の転相インク組成物を調製する方法は
、アモルファス化合物と；結晶性化合物と；任意要素の着色剤と；任意要素の共力剤と；
任意要素の分散剤と；直鎖一級アルコールとを合わせ、転相インク組成物を製造すること
を含む。
【００７５】
　例えば、インク成分を一緒に混合し、次いで、１００℃～１４０℃以下の温度まで加熱
し、均一なインク組成物が得られるまで撹拌し、その後、インクを周囲温度（典型的には
２０～２５度）まで冷却してもよい。本開示のインクは、周囲温度で固体である。いくつ
かの実施形態では、作成プロセス中に、溶融状態のインクを型に注ぎ、次いで、冷却して
固化させ、インクステックを作成する。
【００７６】
　本明細書のインクジェットプリンターのスティックまたはペレットは、アモルファス化
合物と；結晶性化合物と；任意要素の着色剤と；任意要素の共力剤と；任意要素の分散剤
と；直鎖一級アルコールとを含む転相インク組成物を含有する。
【００７７】
　本明細書に開示されるインクを、直接印刷するインクジェットプロセスおよび間接的に
（オフセット）印刷するインクジェット用途のための装置で使用してもよい。別の実施形
態は、本明細書に開示されるインクをインクジェット印刷装置に組み込むことと、このイ
ンクを溶融させることと、溶融したインクの液滴を画像の模様になるように記録基材の上
に放出することとを含むプロセスに関する。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、本明細書の方法は、本明細書に記載する転相インク組成物を
インクジェット印刷装置に組み込むことと、インク組成物を溶融させることと、溶融した
インクの液滴を画像の模様になるように基材の上に放出することとを含む。
【００７９】
　普通紙、例えば、ＸＥＲＯＸ（登録商標）紙、透明材料、布地、繊維製品、プラスチッ
ク、ポリマー膜、無機基材、例えば、金属および木材を含め、任意の適切な基材または記
録シートを使用してもよい。いくつかの実施形態では、基材は、コーティングされた紙を
含む。
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【実施例】
【００８０】
　（実施例１）
　転相インク基剤を表２に記載するように調製した。
【表２】

【００８１】
　アトライタで混合した顔料濃縮物をインク基剤に加えることによって、着色したインク
を調製した。配合の詳細を表３に示す。
【表３】

【００８２】
　ジＢｎ－ＨＤＩジウレタンは、本明細書で上の第９１段落に記載した結晶性化合物であ
る。米国特許出願第１３，４５６，６１９号を参照。
【００８３】
　ジ－ＤＬ－メンチル　Ｌ－酒石酸（ＤＭＴ）は、本明細書で上の第６０段落に記載した
アモルファス化合物である。米国特許出願第１３／０９５，７８４号を参照。
【００８４】
　Ｂ４Ｇは、ＨＯＳＴＡＰＥＲＭ（登録商標）　Ｂｌｕｅ　Ｂ４Ｇである（Ｃｌａｒｉａ
ｎｔから市販）。
【００８５】
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　Ｓｕｎｆｌｏ（登録商標）ＳＦＤ－Ｂ１２４は、誘導体化されたスルホン酸化銅フタロ
シアニンであり、Ｓｕｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手可能である。
【００８６】
　Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ（登録商標）３２０００は、Ｔｈｅ　Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎから入手可能なポリマー分散剤である。
【００８７】
　直鎖ポリエチレンワックスは、本発明の転相インクの媒剤としては極性がなさすぎる。
直鎖一級アルコール（例えば、Ｂａｋｅｒ　Ｈｕｇｈｅｓから入手可能なＵｎｉｌｉｎ（
商標）３５０）を用いることによって、ワックスが転相インクと相溶性になり、優れた画
像堅牢性を有する画像を与えることがわかった。
【００８８】
　顔料系インクは、１４０℃でニュートン性粘度を示し、吐出可能な粘度を示した（つま
り、≦１２センチポイズ）。図１は、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）３５０の含有量が０％の実施
例１のコントロールインク、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）３５０を５％含有する実施例２のイン
ク、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）３５０を１０％含有する実施例３のインクについて、温度に対
する複素粘度を示す。
【００８９】
　図２は、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）３５０の含有量が０％の実施例１のコントロールインク
、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）３５０を５％含有する実施例２のインク、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）
３５０を１０％含有する実施例３のインクについて、１４０℃での周波数に対する複素粘
度を示す。
【００９０】
　コーティング紙（ＤＣＥＧ：Ｘｅｒｏｘ　ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｌｏｒ　Ｅｌｉｔｅ　
Ｇｌｏｓｓ、１２０ｇｓｍ）の上にＫ－プルーフサンプルを製造した。実施例２および実
施例３のＫ－プルーフサンプルは、それぞれ５重量％および１０重量％のＵｎｉｌｉｎ（
商標）３５０を組み込んだインクを含んでいた。実施例１のＫ－プルーフサンプルは、「
未希釈」の顔料系インクを含んでいたが、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）３５０を添加しなかった
。実施例のインクをコントロールインクと同じ様式で調製した。それぞれのＫ－プルーフ
をＸｅｒｏｘ　Ｐｈａｓｅｒ（登録商標）８４００プリンターまたはＰｈａｓｅｒ（登録
商標）８８６０プリンターによって、１インチ／秒のドラムで、紙の前加熱温度５０℃で
、インク表面が転写固定ドラムに面するようにＫ－プルーフを広げた。次いで、それぞれ
のインクの１つのＫ－プルーフをＸＲＣＣの３つの丸い指状部を有するシステムで引っ掻
き、別のＫ－プルーフを、Ｄｕｐｌｏ　Ｄ－５９０ホルダーにページが面するように４２
００（７５ｇｓｍ）に沿って折り曲げ、折りたたんだときのしわを評価した。スプレッダ
ードラムおよび前加熱温度を上昇させつつ、裏移りが明らかになるまで第３のＫ－プルー
フを広げた（スプレッダーによる裏移りは、制限因子になる場合があり、この温度で、特
定の印刷処理工程を行うことができ、温度が高いほど良い）。
【００９１】
　各インクの２つのＫ－プルーフを５０℃で広げ、これについて、引っ掻き、折りたたん
だときのしわがある領域を目で見て評価した。図３、図４および図５は、３つの丸い指状
部を用いた試験によって引っ掻いたＫ－プルーフサンプルの走査画像をまとめたものであ
る。図３は、実施例１のコントロールインクを用いて調製したＫ－プルーフサンプルの走
査画像である。図４は、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）３５０を５％含有する実施例２のインクを
用いて調製したＫ－プルーフサンプルの走査画像である。図５は、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）
３５０を１０％含有する実施例３のインクを用いて調製したＫ－プルーフサンプルの走査
画像である。
【００９２】
　実施例１のシアン顔料系転相インクは、引っ掻き性、折りたたんだときのしわ、または
折りたたんだときの裏移りについて、目標性能を満たしていない。本明細書に記載のＵｎ
ｉｌｉｎ（商標）３５０を加えることは、シアン顔料系転相インクの堅牢性の性能をさら
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インク配合物合計中にＵｎｉｌｉｎ（商標）３５０内容物を加えると、耐性が高まる。
【００９３】
　図３、４、５の引っ掻いたＫ－プルーフを比較すると、除去されたインクの量および引
っ掻き部分の視覚化は、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）３５０を加えることによって顕著に高まり
、５％のＵｎｉｌｉｎ（商標）３５０が最も良い引っ掻き結果を与える。図６、図７およ
び８の折りたたんだＫ－プルーフを考えると、添加剤の保持量を繰り返し増やしていくと
、折りたたんだときのしわがわずかに改善し、最も良い結果は、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）３
５０が１０％のときに得られた。
【００９４】
　実施例２および実施例３は、Ｕｎｉｌｉｎ（商標）３５０の使用が転相インクの結晶化
速度を遅くしないことを示す。表５は、本開示の実施例２および３のインクの結晶化デー
タをまとめたものである。
【表４】

【図１】

【図２】

【図３】
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